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111はじめに |・ ■|       ‐ | : | |■
|1算数は1.1時間ことの指導内容が分かりやすャヽため惑ヽ1教師主導型‐ぬ表業

'こ

が|

|:りやすいという側面を持っている,しかしながら、学習Iま本来受け身で1まなく能
1動的t主体的であるべきものであり、:「主体的に学習の出来る子、自己学習の出
1来る子」の育成を、算数科においても目指さなけれfゴならない。
||そのため,こ :ふ 0学習開購 点で、児童自身が学習事項を喪確に把握するこ
|と、10児童め相互活動を活用すること、③ 授業の尋開を児童の主体的学習を |
1保証する流れにすること、

.0児
童が学習を自己評価することの4点が重要であ ‐

|る と考える。

||この'4点を備えた学習指導理激 、「バズ・単元見通じ学習」理塾 (資料参菫)
11があるので、これを理論原理とし、主体的晏学習する子の育成を目指したい

2.研究の優説

11:=歪
=菫

葛轟褻 彊 II藤面I百嚢軒壷 亜 百
…
:

01選塞要樫輩聾壼量墨豊豊≡菫整聾璽聾墨菫童整る_(単元の見通じ》

奪   言 藁
|‐1位iで

'ま

なく11単元単位での主体的学習が可能となる。

011重嚢曇撃襲墨壼重重墾菫量菫壁間を多くする。
|■ |1個人暮考■後にくすぐ学級全体での発表・討論に移るのではなく、小集国に
■よる話し合しlt教え合しヽ等の相互轟轟 (バズ)を入れる。これはこ教師対児童
■‐|とヤ|う授業ではなく、児童の相互影響力・相互教育力を活用した授業を目指し
■|たものである。

■1/Jb集団による相互活動は、児童の理解の定着、理解の深化に役立つばかりで
■なぐ‐児童主体の授業を保護するものである。      こ
|‐ |‐・

■ .|

ol‐
1主体的学習を1保護する最業め糠れにする。

■1単元見通‐したょって学書事項の把握をさせ二相互活動にょって児童の思考・
■活動時間を多くしただけでは1.まだ主体的学習を十分保護したと1ま言い切れな
■‐1)こ なぜならば、 1時間1時間の授業を主体的学習にふさゎしい流れと、なるよ

‐12■
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自ら学習できる子とは、自分で自分の学習を振り返り評価できる予であると―■

言い換えることができる。つまり、自己評価のできる子を育てて1まじめて主体 :
的に学習できる子・自己学習のできる子を育てたと言えるのである.  |  ‐

この研究に至る経緯

私達は、60・ 61年度と「考える力を育てる指導法の工夫Jを .テ■ヤとし |
て研究を行い、「つまずきを生かした授業」などの具体的工夫・実践を進めた。‐

その研究を進めていくなかで、話し合い、教え合い等の相互活動が多様な考 |
え方を発見したり、考える力を身に付けさせたりしていくための重要な要素と |
して浮かびあがってきた。また、相互活動は、一人一人が積極的Jこ授業に参施 |
できる場面を設定することになり、児童の学習意欲の向上、理解の定着が期待 |

できるように思われた。
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● (1)単元見通し(学習の見通じ)の方法

③ 単元・領域によって、見通じを持たせる時間がいつが適切かを追究する。

=111)庭

互墓動鍵轟鼻渡
■‐l  ① どのような相互活動を、何年生から指導していったらよいかを追究する。
■|‐  0相 互活動の狙いに応じた話し合いの仕方に:ま、どのようなものがあるかを
‐    追究する。
■  0 1時 間選■  0 1時 間単位ではなく、単元単位で単元のどこでどの様な相互活動をさせた

■0‐ 課題提示から教師のまと等までの、授業の流れの基本のパター.ンにまま、

|■  ② 主体鋳学習を保証する授業展開の工夫には、どのようなものがあるかを追
究するこ

■■|.|(4:■■.て4)自己評価の方法
|   ⌒ 麟 李 :ム _毒 結‐   0何 を自己評価させるかを追究する。
■■ 0 どのような表現で自己評価させるかを追究する。
■1■  ③ しヽつ自己評価させるかを追究する。
11  ① 自己評繭をどう生かすかを追究する.
|■ ‐‐0 的駆 自己評価する力を、どうつけるかを違及する。

■■■16》 事前テスト(実態把握)の方法|■■守t尋撃軍ニ
■■  ① 単元・領域:こよって、どのような形式がよいかを追究する。
■■ 0事 前テスト結果の授業計画や指導への生かし方を追究する。

|■■  上記の内容を、3年・5年・ 6年などの複数勢学年、数と計算 `数量関係竜壁

■4■



5.研究の実際 .

C.教師の用意した課題系統図をもとに、見通しを持たせる。
D.1単元分の課題を示し、学習する順序を考えさせることによもてこ見通  |
しを持たせる6                         . |  |
E.単元全体:こ関係するような課題を示し、それをもとに見通しを持たせるこ |
F.単元の最終課題を示し、それに至るまでの課題を考えさせること手こよ―■‐ |
て、見通じを持たせるこ

|          | ‐■■||■ |:111■|=

習  元け  轟 T

‐◎ 新し■轟念を学習する単元 〔豪

1彎 ||1書議華轟|‐レや年
|■◎■轟習事項発展墓馬単元二毎■■痰
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1人の児童に暗号 (計算式)を書いた紙を渡し、教師の言う数字を計算式1人の児童に目二 /ヽ ▼ノノロー て` "‖
Vヽ F:貿 り 町 ノ て お V‐ J、 溺険 て

~僕
し 、 翻 峰 輩 Vメ 露 フ 数 1升 ぞ 言T]票 薫

に従って計算させ、その答えを言わせる。他児童は、その2つの数字の関係
から暗号の内容を当てる。                         ・
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(2)1相互活動の活用‐■‐  ■  |   |
0学 年Ill相

=活
動  ||    |

1  相互活動を授業過程ごとに分類整理し、
| ら指導して|｀ったちよいかを研究した二

さらにどの相互活動を1

過 程 相 :互 活 動

2 3 4 5 6

導入 警

榎習

:課題

把握

既習事項を言い合う ◇ |

答え合わせをする ◇ |>

嚢習事項習轟のための問題を出し合う ◇|

思 ったことを言い合 う ◇ |ト

問題場面を最化 し、演 じ合う ◆|

題意を把握できているか確かめ合う ◇ |

既習事項と、どこが違うか言ひ合う ◇ |

操
~

1作
作業結果を確かめ合う ◇ |》

作業録仕方、手順を確かめ合う ◇ |

講||11
'議
‐

自分の考え方モ答えを議し合う ◇|

饉の人寺考え:こ質問する ◇ |

自1分奪考え方、答えを説明する ◇ |

意見をま赴める ◇ |争

間違いを指摘する ◇‐|

確認
・
・

補足

どの考え方、答えが正 じいか話し合う ◇ |

正しい考えを読覇し合
.う

◆|■

問題を作 り合う ◇ |

分からないところを聞き合う ◇|ト

数字を具体擁場画ここ直し、発表し合う ◇ |

算数

ゲTム
録―ドを使って薄 霧選を作警合う ◇■争一

答え合わせをする ◇■)

算数ゲームの仕方を教え合う ◇|―

二7-

指 導
‐
学 年 ||
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撃争や児童の正答1議答等ゃ評すによ
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多数が正答

議‐題 提 示

↓

遍 IA‐ 思 考|

↓

二 人 バ ズ

↓

４
教師の まど織

奪七1奉 ::雑

職t少数が正答く理で 1.2名≫ Ⅳ :ご く少数●みが答え

相互活動〈班〉

↑

↓

↓

↓

↓

譲1題 提 示

↓

・饉 Å 思 考

課 題 提 示

↓

燿 入 思 考

↓

発    表
↓

相 互 活 動

↓

相互活動(班 )

↓

教師のまとめ 装爾轟まと轟

?億     基‐ 象
にして課題に最

'轟

む。をみ姜■集鏡で議1合けt華え合う。
1教
彗鋳活動は、机聞運視と補足説要である。

0 1時間分の学習を1枚のプリントにする。
児童が教師の助けを得るのではなく、基本的に児童自ら学習できるように

1時間ごとの学習事項を1枚のプリント:こ し、 1半元分濯意するこ児童にと
‐

て、 1時間ごとのまとまりと穣互蘭達性がよく分かるようにする工夫であ
―る6

■9■

璽.多数が複数の答え
‐課 1轟 撮‐示

↓

個 1人 ‐思 考

↓「 |↑

犠互藩動{理≫

↓

発.: 蓑

表発

発 表

↓

議1妻::繁華拳

難毒:奉峰霧 :

毒警籍:違 :

響鐵 :

↑ 奪:導募:撼 :



学習態度1まよ―か■たか=
協同して1学習でさたか・

|||1事|=自身中学習■‐彎態度1皐■■■■■
||1自分‐め考えを―議事|できた瀑||:教える.こ―と
1■ .ができたかご―■| ‐■ | ‐ |‐ 1 1

自己評価のさせ方

評価項目に騨を付 :する。

1 授業の終わ警に1 文章表現をする

自己評懸命爆

|
11‐

4‐●その1他の感態
.|::|:    六 |

-10-
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≪5≫ 事前テスト

これから学習する事項を轟力でどの程度理解できるかを

① 数時間中単元―の場合の問題

|こ こで言う1事前テストとは二次の2点を要飾|と

も|.こ義から学習する単元1こ必要な嚢習事項を

み:二 |             :   ■

a,

b寺

Ol
a_

b摯

して行ちも■で―轟|るt
どの程度理解しているかを知|‐■

単元の学習前に

嚢習事墳と、2～ 3録課題      ‐‐   |
既習事項とこ単元全部鋳中心蒙題,  ‐ ‐_| ‐||
‐
撃‐費輩を筆ネ1事季や警吉彎琴奪■|| |   ■|

嚢習事項と、第 11/1L単元器El・心轟題二      |
轟奮事雲どこ小単元ごとの最終課題と単元義最終課題ぉ

轟二これか義め研究尋方釘
バズ争単元見通じ学習理論をもとに、領境によって指導法をど参よ季変える必■|

要滑遂あるかをも考えながら実践し、修正しまた実錢するの続響返しの日々である(|
主Ob~的に学習する子を育てるため鋳 “4つ奪視点″を中心:こ43年・ 5年・ 6● |
年・ ≪中学校)で実践 Lメ、その結果:ま、轟頁以降:こ■部を提載してあるように■ |
応の成果をあげている。が、以下の点を実践上の響意事項として、これからも研

究を続:すてひきたい。

● 単元当初の「単元見通じJと、第 2時以降の授業とのよ攀密接な関連性蒔 |
「持たせ有| | ‐|‐ |■ || ■|||‐ 1 1 1 1‐■■|||
o 毎時鷲ごとの自分の学習の位置付:ナをはもきりうかませる方法。
● 教え合い、話し合い活動をより効果誌にさせる工夫c    ■

|

Tll∵

調べる。



資 華斗 :■ 3鋼 F≡主 0奎羹 践

1,1ク ラスー0轟 二 | |   |‐
1事年:1組 30人.| || 1 1
本校では|=参議度‐‐を高‐める鑑導最■

=で来ておりt児童はIFEで議|し会うこと:こつ
■卜の結果で‐:ま、学年のこまぼ65%がバス
答え|やめたいという児童は10%でおも
二人‐)が続けたい,10%(3人)が続け
そこで4月 当初に「■人■1人が積轟鋳ι

=仲良く力を合わせて学奮できるようことなう
見章に説調してバズここ取り組んで来た。そ
ちがギずれたことを言っても笑わないJ『
葉で最後まで言おう」‐の3つの約束を決めているこ           ||■

=::
ま
=2学
華こ入り、小集国の活動につい

うであ■.た 11■  ■ ‐‐ 11~● :‐
_

<設闘|> | .    1 1‐   |‐
(1).班 <|二人組)で勉強することは薬1
〈2)班 〈二人組)をつかうと意見が言L
(3)班 〈二1入組)をつかうと友だ色ここ鐸
く4)班 く二人組)をっかうと勉強が分貧
く5)I IIEく二人経〉を使う摯豊をこれか1
<結果≫ ・

賛成 ◎ 賛成 ○ △ 反対 X

(1) 7(2396) 13く 430/●≫ 7(230/0) 3(1参%》

く2) 3(26'5) 1盆 (400/。≫ 5(16°/。〉 5(161%≫

(3) 9(3096) 13(439嘔≫ 蝙[(13,`> 曇≪13フ6)

《4) 8(269`) 1 0く339`) 7(230/。 ) 4(13%)

(5) 8(261る ) 14≪47%) 8‐〔欝O/。 )
1

2(7°/0≫

(班で
―
難強するとき,に鐵ること) |             | :■ |=・ついふざけてしまう二■ ―がある::  ‐|■

=
・意見を真剣に聞いてくれないここ◆話し合いが長びく。              ● ‐ ||||‐■1華・教えてくれないことが毒る:
| `二人ともよく分からないとき。
|つ結界について1:児童と議会Ⅲ2学婁
聞く二
=と
いう子とを4つ目0絶東とし1

lラ



華

::|パズの方法.      ||   | l   r‐
||14人 三轟―|ッシオメ

=プ
ッタ1手ストを基本tよ 班ごとの能力整があまりないよ

ξ襲事奮彗※■■ |■ | ‐      ‐
ず1華:菫■霧難当番■係活動は1‐ 1襲単位で活動させて

「
る: |     ‐ ■

彗轟  難計
■華‐社対する帰属感を持たせるよう狂している。    |

‐
         通 讐二: デじる

こ
1堪奥|||||||二 1基守1奮|

菱く進まないことが多く時間もかかること

言零管墓石碁叢簿量墨I菅
‐
奮量ユ
‐
」
‐
奮彗嚢

レ合いの進め方を下のようここまとめ黒板の

■|ま ,た、議し合いの指示を出すとき色「・
業を使‐うよ|うこ

=し
てし、基二 1 1

■議等甕難轟鐘難 (司会の手順)

・・ について確かめなさい。J等の言

|ゃ

擢互活動 ね ら―い・ 話 し 舎 むヽ の 進 轟 し方

あつめる

l色 な々考え方・
やり方を知るこ

１

・２

３

・

～について話し合います。
～さん考えを言つてくださLi轟 <鍾ここ指名■
まとめると●菫▲と言う考えが集まりました

|もとめる よい方法考えを
整す

・ 自由に意見のある人が手を挙げで話す:

確かめる 本当こと分かもた
かt自1分参言葉
で言うてみる

二,■につtlて確か:めます二 |    ‐
2.■さ島分かったことを言ってくださしヽ。
(瞳△を説明してください。ヽ)く贖こ

=指
名>

3.質問・付け足しこまありませんか。「



4.実 践単元   3年 「か t・l算 2J               ■

(1)目標  2,3位 数ここ1位数をかttlる計算を筆算でできるようにするよ
(2)児童の学習横颯
かけ算について児童は2年生で九九を、3年生機 1学難で九丸の表卜0,10,・
100をかける計算、 2位数かける1位数曇計算について学習している。しかしそ ‐
れらは暗算のみでかけ算の筆算 tま本単元で構めて学習する。また加減勢筆算 tま 5締‐
まで学習している。
九九については、ほぼ全員が確実に暗記しており△X10= 100X△ = 1可
十X△ =につしヽてもほぼ理解しているが、 (2.位数)Xく 1位数〉器かけ算が正確 |
ここできていないも鋳が、 5人いる。
新たに本単元で学習する内容についての事前テストを実施したところ以下のよう

になった暮

く事歳テストン <事護テスト曇結果 ◆考察>

王答 式のみ 誤答

26人 3人 0人 1人

2 摯等A 3A 曇人 一入
１

・

3 16人 2人 10人 2人

4 18人 7A 黛人 醸1人

5 9人 ?A 暮‐A TA

導 導入 TA TA

加濃
'・

減法で藉筆算等経験があるためか―|

書き方ここついての、ミスは少ない。比較的 ‐

スムーズに学習に入れるけると考えられる息

乗萎詈量妙器巻余響孟墨轟量轟轟暑
‐
轟彗1111

いない。しかし、 1聞も解答できない児童 |
tま一人だけで既習事項との何等か総闘達づ■

けが、児童の思考の中でなされていること |

がわかる。             ■

:なお、事前テスト
夏体み明け参ためt通し鐘彗楔彎FT'ザす:｀ 1瞥警ず|:

イτ

3年 算数プリント
組
｀
名前

ひ■算で晨ま

奪X4要 拿

次攀計算をひっ算でしてみましよう

34ズ 2事

733X墓 =

81AI

1)
｀3X8=

暴)

30GX7=

‐|)|」轟:ぶとf

悪}



■||(3)指導計画 〈7時間完了》
|●   第1時 単元の見通しを持たせる
||     (2位 数)X(1注数≫義筆算の仕方を理解させる。    一
■|.第 2時 (2位数)X(1位数≫の筆算:こなれる。             _
|● : 第3時 (3位数≫Xく i位数》の筆算のf■‐方を理解させる。      ・・
||| 1 第4時 (3性数》X(1位数)で部分積が難 鼻がる場合の筆算ができるよ´
■||    うにする:
|●  第5時 (3性数}X(1位数)で Oのかけ算を含む場合の筆算ができるよう

●量:竃 菫菫「魏堪 I‐
■| (4)単元の見通し
|1   事前テスト・課題図を使い単元機見通しを持亀首た。 ≪授業羅闘第 1時参覆〉
‐‐   本単元は、かけ算の領域参 1部分であり系統性が強し卜 既習事項に、 1つ難し
|■   為ゝ要素を加えて学習する単元である。事前テストの結果、学習課題を提示しなが
苺
=:1薫

華ごと参相互薫連について説明することで単元の見通しを持たせられると
毒|えた二  井‐―‐……す二-1___∵_~~∵ ~~~~~‐ ~三~~~~―…………4
く課題図>

野態度を撮董自身tこ振攀‐1返らせるために
≧り特に評価させたヽ も`轟を選事由こ評

ごきるようここなりましたか。
覆だちこ説現できるようになりましたか二
舞したか

≫くできると思う〉ム.モできなL‐・,菫彗が

[鐸竃‐雪繋鍵菫竜i変維F

∫ 姦

甕

■「 .         :                Y ■■
「
                 ヽ・ ・こ √  ヽ r  i

モ

:

1

1

1

1

1

1

1

０
■
Ｊ

藝
げ

お
蕗

一

炉



学  冒 .藩  動

1.単元の見通しを置く苺   :
。学習 l駐つひて籍気持ちを書く。

≪拿分≫

録鰹算器撞方警‐選鐸.さ
―
せ導t

鸞 意 慮

:こ

案鑽チユトを運鯵し島事鑽テスト、講
轟図を使鶴ヽ翻議機種菫爾達争学奮予定もこ
つヽヽて議騨する1二  ´

指 導 上 藤

プ拳ン■ l①を筆1算で鐸きなさ,い :

警饉人‐で取 り越む底

く摯分)

プリント1舎を簸算で解‐きなさしヽ|

優人で取 り織な。

く集ある>轟 し合ひをさせ穏息
覺褒

晦でよヽゝ方法を話し金う。

<求録る>議 し会い奄させるよ
発表

教師のまと鋒

く量2分 )

プリントー10を筆算で解きなさ諄lふ

李鰹人で取り組む二

・ 尭蓑鬱
幸教師のま橙轟

事二人一纏で STX議 の筆算勢計
算葬波範りしヽ電≪確か轟る>話し
舎雌ヽをする。 〔菫鵞分}

轟a畿習聞懸鍮ず膊藝
≪3分》

冬.灘題轟 豪饉鷹襄を控い幽轟評無宅
す4. ≪辱分≫

≪鬱分≫Υ.攻時参予告を聞く響

・ 答|え.轟確認|      :
:答えの書き

.粛‐録|み指導す撼轟

各方法ここ重点をおき豊表させる奪  ■
・発表された方法の中で、ど参やり南が
よいかt話 し合わせ :る。

・ 1毅で計算することのあ説嘆し計算零‐

踵序ζこうひてこまふれな Lヽ参

,難で話し合もた方法で計算させ爆ヽ

。1参注からlllにか義ていく

する。.      :

。確認のための轟聞テス≫おさ彗壕通 ■

幸4聞チス≫等亀参考ここ菫轟評価ぎ衝 4‐

肇プリントの理製黎

明説
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・・・
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嚢

晏理が憧:を轟えずここ

摯黎懲  奪‐4懲

轟鐘撻窺子 奪華
.器
彗轟

覇予

8‐重薫JJ言諏警ず言奮f

2班 4人難も二の性から、董しく認Å。

<2班の集める話合い>
H男
46
X奪
重悪 奪

A子  ‐
4霧

|『 3X3=重 8で、 三参繰 馨
´暴≧三で 5参 。悪、_x3華 豊碁
答え三
=参
争どぅですか童 1

「挙かし発ヽと思う。4義.x摯 1華 む
鐸じだかも

藁兆轟f言葉 く

な

や

範

難

ヘ
ノ

Ｆ
こ　
≧ム
　
´

重拿

1,3露

量意事|

X摯  1    3x3=重 拿   ‐
13象  40x3=重 2参

合わせて 133だ と懸う意‐警れ
:こ 重度 3髪して 1参 奎ミな警なの
|をまた3彗す蓬から軍彗義芳量
蓄度_いけなぃ≧思ぅ金

M子
4奪
X3
A子の説明を聞いて
た。」とつぶゃき [

F分かっ

摯おこ通蓮
菫三≧8
H男

す 。

『桑子さん≧彗尋で手・・麓

く67x導 >
卜I子、変男ともに正解。     i
M゙子から説明する順番でぁるが F整
信がなひから先:こ説明して。」≧翼翼ζ通
言い夏携が説明。その後M子が難響。
二人≧得きちんと説明ができて碧、基準

炉

‐レ|1言みを参考もこ自己詳機さ誓麺[

忙

恣



教 鋳 豊 言 豪‐甦 饉 靱 菫 1轟教 麟 機 慧 ‐甕

単元見通し轟解
‐
説‐

1:攀奮:尭1警録機要録説鍵

鰤奪既奮事壇参確認、学奮

内容と器轟連づけ

:3摯譲轟参纏亜轟違ここつしヽ

ての鐘量をさせる春 |

t疲 じ轟ミこ最終譲鍵を示

しなぜ難しいか、どうい

う睡番で学奮す轟≧分か

りそうか、発菫≧ず緒ここ

考えながら、妻悪の巽違

装 ,学習鍵手鍾をつかま
彗る。

手プリン≫ (事繭テストンな見てく饉ぶしヽこ  |
難しかつたてすか攀             ■

.難し聰ゝ、ねけね妙らん難 ・・ 摯       |

.ア・Iノ ントは、これがら鐘数ず輻通通なのでできな
くても心壽こないてず舎通こでは、プリントの最後数寺
808X7=、
幾強をします。

7参 3X曇 =;のような、かけ纂躍

こ0ような、大きは翻藁ま、今まで録ような罐1算で
1ま難しいので筆算で命計算を通強じ嚢ぜ 1・ |‐ ||||=

{蒙題轟≫を轟示二

今轟がら導時間勉強して、通の量ζ通豊って行きま

す。頭上にζま、拿参轟文T薫 録闇轟が持っていま
す。 や。手・幸略

実こまもう少しだけどみんはこ度かけ算の鍵ここ豊準

で建ゝるんです。今までここどんな歩け算の勉強をしぬ

拳と言うと一学議にこま、九九録表・・・ 幸申略

こうしてもうここまで山に登つてしヽる機です。 《

課題図の旗ここ重Fをつけ 4書 》

T.みんなこま、い菫こ通まで豊準て建ヽ感‡ナど、今ずぐ
頭上摯参等XT菫 ここ行けまず歩。
3を 行けないるできなひ。・・・

T奮 これこま、拿織かける 1続の計算でこかけられる数
ここ会がこま建ヽって与ゝ懲難 ししヽ計算です。だから警命前

に、 T参 導X墓 亀 のよう通導輸かけ糧重糠で〇参
量建ヽ計算轟鐘発をします。 ≪課題図 tこ張 り付尋するか
これならできそうですか幸

3。 まだできん、難しい。 キ・・ SX4や ?X ttζ虚
繰り上がって、計算がややこしそうだ。

T,じ ゃ轟、その前ここ繰 り上が等のな鶏ヽ 農摯4× 鸞量
のような計算を瞳強ず儀通どほします。 く譲な図量と
張り結ば轟≫これならできモうですか。   :
奪゛てき透うだけど碧Lき な拳奪縫こまやつぱ攀できん摯

もしれ轟幸

言.それ導ゃ轟、そ恰鑽嚢違3× 奪=のようは懺鑢か
ξナ建壼鑢菱趨難してて議算ここおれ轟よらここします二|

≪譲呟鐘ここ彊り付け鍵ン通翼巡も戦鳥なかL等 骨う
.

ですね舎
:    ・ t       :窓 ゛らん。                     :

::            :
―

―

― ―
―

―
一 一

― 一 ― 一

一
一 一 一 一 一 一

一
二 壺



<プ lノ ン

霧奪算数プ lノ ント
かけ算 (倉 )① 〈堪鐵≫

Φ 拿4X念をひ畢軍で
計算しなさしヽ。

C卜 4黎 X移をひら算
‐で

計算しなさ等ヽ. 奪
一一一

一一
一一

翁 轟?Xきなな幸算で
計算しなさいζ

<自 分で轟、りかえつて尋ましょう>
ア.43X奪鉾よう敬計算懸けつ算でする過とが  《
できるようここなり政彰驚か。

イ.4等 X霧鍵よう献計算なひつ算です礁藪う畿手を・:
友題ちなこせ準感しヽできるよ季lこなれましたか。

す黎亀撃X掌藝計算鎌億方を理で話し合うときここ、進 `〔

んで話し合ζヽここさんかしまで壼 か。

》

}

ゝ

‐―がくし争うT言メモ ー……・‐拳…=‐―一―一―――――――――鷺

1載 :轟 等 ‐慧 藪 鞍 柄 冬 雷 饉 児 童 颯 純 暮

理基鋳購籍鍮撃冒襦容疑鶴 ら

1管 轟 ―
T`轟 瘍ようこ通して み攀纂り曲‐l准量■で考予攀ます基:,
皇寺懺鑽膨轟褻ξtt t,な に導琴りよう軋瞼鑢誂け kl

l機 の量算犠勉強 ひて簸綽鞍な時もます。 慾夕4, |
ン時間舅数罐警襲―囁ず磯豊 準て行きます参

途申急ななこるがあ堪てなかけが量れな癬準なり

落Fそ う鞍蹴儡逸とも貶るだるう‡まれど最後までが
島ば碁うね警

5,単元見通しの後の感聾を
書かせ轟

T与 通う等で、通のがζナ算やmを重ってξ雷きますが説
理を聞もヽでの感聾を進度蓑ここ書きなない。
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実数のま≧録

トボズ・単元見重し学習≧学奮意歓言こつもヽで

主体鋳な学奮を考え轟上でt学奮意歎≧ま不可欠ならので轟碁参本単元の実
■鍍だなナで、 琴主体鞠数学奮す轟霊童遇響奮鎮ここつ誓ヽで、

｀
詳鍾を下す曇辻をまで

きない。しみし単元翼通しな馨亀≧装lま、多くの質菫の学奮量数の向鼻ζ≧役

立ったこ毅嚢鎮がであるo

単元見i通 しの説明直後の進菫表さここま、多 く参費重が意難にあふれぬ惑懇を
‐‐書いていた。

<説明直後錢感馨 >

. 
また、 悪時間終了 E寺鋳、

れてい轟奉

|<単 元終了後の感馨 >

ヽ

感馨tとも:轟終轟題を解決しなと言 う灘霊感が萎 ´

∵`た |:量t
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単元終了後、単元見通し義うしヽでのアンデー ト鍮行 つたが最下鏃鑢繋睡得た鳳

■    <掌 元見鷺じむ斃轟評罐ζ駐申しヽ電惨アンケー ト鑢選≫
|‐ 1     0畿 簸‐塞穆鷲鏡  Φ嚢魂  ムどちら毅饂鵞え軋歩  区震黄f ■

1.単元鬼通し機説壌があると霧模が分かP 10
てやる気ここなる。

爾墾餞

:童ぅ単元見通し参議瞬があると何を勉強す4

: かよく分かる。
重 幸 菫 慇

:婦 :

拿.単元
‐
見通しの魏窮がある≧建強参頸番が

1分か碁難でよし`辱 ‐ |   ‐ |

理.車元見通しの議現があるなど磯奉なりを

離強してもヽ4か分かるのでよLゝ |

5,単元見通 し参議鍵があ轟≧予奮 二復奮が

や 警やす ≒ゝむ

i3.こ れからも、単元見通 しを警しながら、 12
iテ :11:‐ r
狂二上:二五二J

*単」尭翼量しを続けなくな Ic tl理 1轟
lt轟 もてもなくても爾じ。

・先が分かって言まちなしヽ。

特ここ、 こヽれからもぜな簑さまたいと答えた児童ここ、算数が苦手・ 算数が難磋lな |‐特ここ、 こヽれからもぜな簑さまたいと答えた児童ここ、算数が苦手・ 算数が難磋lな ||

児童が多 く、運ミ否定壼ζな質菫は、算数が得意でよくできる者ばかりであ準亀 ■

こ造が異球嚢い。 ´

学習意欲義羹上が、学琶≧こ対する主体 J

単元見通 しをもミせることこまt F主体鋳 t
ると言ってよミ`だ轟う。    |
しかし F資が分か がでつ まらな建ゝ拳』 :

きまヽゝ。余 奮蓼 むすぎる≧ヽ乗鐘義も轟 :

ここ募 碧電itご轟 AIう な方注でこど等譴菫 [

か暴も醍究をしなければなもない基

_      |.

◎ Φ △ X

量 導 鵞 懺

? 攀

墓 2奪 4 量

摯
‐麓 1 辱

理
農

″参 撃 導



≪曇≫学奮蟻鍵ξ通ついて

単元見通し難儀亀彗、ベズで取 等鐵蓑蓄、羊奮場は轟たが、
たせなも卜とき駿ξ轟櫻できないた鼈t学習麟撻毅ついて賊準きり

曇元糞鷺懇覆‐亀:

言しヽき纏通慇.畿

できなЪヽ傘

しかし 1学爾儡、
蓬 ≪計諄鶏轟の準》

通攀ようここ、本単元では、 1童単元≧比較 し
バズ ,単元見通 し学習の成果だと考えでよ

言ま纂畿奮薇平均等薫秀蓬装、掌撃元ポストテス
をえ饒ず薇難 (T蓑参鰹》 菫学鸞靴辱氣慮轟 T

卜i鯰得意舟
◎薫辣蠅筐「

軸上昇が認められ膊.

≪ 量学期 ≧磯得慮分奄の地載 >

また、各鋳闇ご毅参学奮肉寄り達退導こま以下の通 りであ り、

まず発ヽで しヽ轟児童が、 6人 はどいるがそ曇うち全薄覇達えこま 2
たな

<各時轟録学警1内容舎達遍率> く暴覇中琴毒:=解で舎1格としな)

第 2時 難奪時 第 4時 纂 募時

裁 拿 鸞Ti雫 :2導 盆 導

て学習事項の定着がよかった。
いだろう。

《撃≫機亜溝動ここつもゝ《
鶴長時羅鸞理の藩域かろも纏亜戴懸が、纏の学奮理鱗の凝イ数むこ難果があるこ
と激、理かであるこ     ‐
しかし相互活動を取拳入れた豊舞戦、話し合いは時難かかか
しることが多かった。単元菱見通藝て課題警考えるようここなっ
∬授業が進められるようになってきた。

大きを流球Ъり申で、本当ここ権亜活動を取攀入ξして効果鍮上が轟おこ等で纂み
轟蝿じたためだ毅考える。

革元竜鼻鷺ず進むξよ、救師ここ毅りで曇盤等ことでξ虞轟感が、資菫は説鎖ず轟
と言う授点で、

.考
えぬ毅こ等、意 j争羹轟:嚢物をえた。

孟

3時・ 亀時で参
人母尋で、轟っ

響、不効率ここ感

てから、スムー

得  蕉 ◎ l傘 量参 3舎 40 懸攀 轟曇 7◎ な攀 参舎 l⑫翁

‐――学鸞計算平均点 奪 碁 9 T 4

本単元1計算得点|: 欺 ・ 2 亀 傘 13

|

第 1時

:還進率 〈%》 38% 攀攀% 10◎ 拿3% 03X・

鷺還人数 (入》

華
轟
毒
華
聾
聾
彙
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葉
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童



く4)自 己評価について
このような形式の自己評価を取り入れるのこま、本単元が我度目で轟る。児童 ‐‐
ほlよ、「自分のことが分かっておもしろい』 :めんどくさいJ「 iま雫・かしい壼‐|
等色々な反応がみられたが、比較的スムーズ t≧受け入れられたようここ感じる。
しかし、まだまだ、時間がかかり、自分勢ことむ亜確難評癬する鋤が難しし` |:
児童も多い。

例えば 1時間目の自己評価では、○子は1確認問題ができ―c~与 Lる こともかかわ :

らず自己評価は、△△であり、 H子減  ゝ1問 しかできで tr lな くとも◎舎と自己
‐‐

評籍してしヽる。授業後、0子、 H子共に、彊別指導し難が、の子はきちん≧理
‐

解できておりtH子 は、理解が不十分であった。○子 lま、内気であり、菫子なふ
注意敬漫で物事にこだわらなひ、と言う性格ここも、漂国があるかと考えられ違
が、正しく自己評価できるよう指導して行かねばならなしヽ。        |
また、B子は二確認問題が全問正解にもかかわらず、自己評価は◎△ある。
個Sll難導したところ、形式鋳ほ計算lま してしヽても、計算の意味録理解が不十分
なことが分かった。問題ができているから、大丈夫だと黒落としがちな児童の、
真砕姿をとらえるぅえでも自己評価こま大切軽しなければならなしヽ寺
く1時間
ゞ
目勢自己評糠の結果>

確緯聞運
1。  8 3  2.  2 6  3,  3 8  4.  4 2
X  8    -    堅L 3    二_  5

自己I子饉項目
(技挿;)40X3=の ような計算を筆算ででき毛ようになりまL′ たか。
(理解)46X3=の ような計算を量算でする方法を友だちに費明できるよう
になりましなか

業自己事撻議号■ ||| ■ :‐
A・・・ 塞覆があ

「
JI‐  lj l :

醸・ 1`大体できると:慧う 1 1
‐91:・ 壼鍾が蒸いらできない。

琴電警電彗二.・轟
‐・・・ 無答

I 2 4 競 理

A子 ● 0 0 麟 B

B子 0 0 0 0 A C

菫:子 0 0 0 0 A A

D子 0 B C

0子 0 0 C ご

轟 :`子 0 B C

71F子 0 0 * ● A A

8:T:子 * 0 C E

9:菫 子 * 0 求 ま B

M子 0 0 0 0 B B

Y子 0 0 0 0 B B

G子 0 0 0 0 C 3

13:E子 0 B 3

2 3 4 競 理
ヽ

A聾 0 ○ 0 :o A A

[男 ‡ C C

T爵 0 0 0 ○ A B

E勇 0 0 B B

0男 ‡ C C

I《 男 0 0 0 0 A A

S男 0 0 0 0 A B

T男 * ○ * C C

9:Y男 0 0 0 0 ・Ｃ B

M男 0 0 0 * B

11:J勇 0 0 0 ○ A A

12:肘男 0 0 0 0 B B

13i C男 0 0 0 0 A

141H男 * 0 Ｂ

・

B

C男 0 0 0 0 A

16:P男 0 0 0 ○ A A

Q男 0 0 0 0 A A

ポ
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